
リスクコミュニケーションに関する取組について 
 
リスク分析の考え方に基づき、リスク管理、リスク評価を実施する関係行政機関が

連携して、リスクコミュニケーションを推進している。食品安全委員会、厚生労働省、

農林水産省、環境省では、それぞれの担当官による４府省リスクコミュニケーション

担当者会議を隔週で開催するなど調整を図りつつ、従来型の一方的な情報提供になら

ないよう、分かりやすい情報の提供や御意見募集など双方向のコミュニケーションの

実現に努めている。 
第 28 回リスクコミュニケーション専門調査会（平成 18 年 10 月 23 日）での報告以

降、食品安全委員会、厚生労働省、農林水産省が連携して実施した意見交換会・説明

会等は、以下のとおりである。 
 

 
１．三府省連携による意見交換会・説明会等（平成 18 年 10 月 20 日～平成 19 年 1 月 18 日） 

（１）三府省共催 
会議名・主催 開催地 

No 開催日 
講演テーマ・講演者 参加人数

食品に関するリスクコミュニケーション（農薬に関する意見交換

会） 
主催：食品安全委員会、厚生労働省、農林水産省・北陸農政局 

福井県 

1 11月10日 

農薬及びポジティブリスト制度への対応等 
    農林水産省消費・安全局農産安全管理課 
          農薬指導班安全指導係長  入江 真理 
ポジティブリスト制度施行後の状況および今後の対応 
    厚生労働省医薬食品局食品安全部 

基準審査課主査  竹内 大輔 
農薬の環境影響について 
         東京農業大学農学部助教授  根岸 寛光 
農薬のリスクと安全性評価について 
       財団法人残留農薬研究所理事長  寺本 昭二 

97 名 

しが 食の安全・安心シンポジウム－食の安全と消費者の信頼確
保に向けて－ 

主催：滋賀県、食品安全委員会、農林水産省近畿農政局、 
（独）農林水産消費技術センター神戸センター、  
（社）日本農林規格協会             

滋賀県 

2 11月15日 

食の安全・安心～人はなぜ不安になるのか？～ 
   食品安全委員会リスクコミュニケーション専門調査会 
       専門委員（東京大学名誉教授）  唐木 英明 

381 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（農薬に関する意見交換

会） 
主催：食品安全委員会、厚生労働省、農林水産省・ 

中国四国農政局              

岡山県 
3 12 月 6 日 

農薬及びポジティブリスト制度への対応等 157 名 
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    農林水産省中国四国農政局 
消費・安全部安全管理課課長補佐  服部 隆 

ポジティブリスト制度施行後の状況および今後の対応 
    厚生労働省医薬食品局食品安全部 

企画情報課長補佐  吉田 佳督 
農薬の環境影響について 
    国立大学法人島根大学理事（副学長）  山本 廣基 
農薬のリスクと安全性評価について 
        財団法人残留農薬研究所理事  原田 孝則 
食品に関するリスクコミュニケーション（農薬に関する意見交換

会） 
主催：食品安全委員会、厚生労働省・東海北陸厚生局、 

農林水産省・東海農政局            

三重県 

4 12月12日 

農薬及びポジティブリスト制度への対応等 
    農林水産省東海農政局 

消費・安全部安全管理課長  田熊 秀行 
ポジティブリスト制度施行後の状況および今後の対応 
    厚生労働省医薬食品局食品安全部 

基準審査課  内海 宏之 
農薬の環境影響について 
    国立大学法人島根大学理事（副学長）  山本 廣基 
農薬のリスクと安全性評価について 
       財団法人残留農薬研究所理事長  寺本 昭二 

134 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（農薬に関する意見交換

会） 
主催：食品安全委員会、厚生労働省・近畿厚生局、 

農林水産省・近畿農政局          

大阪府 

5 12月13日 

農薬及びポジティブリスト制度への対応等 
    農林水産省近畿農政局消費・安全部 

安全管理課課長補佐  黒谷 博史 
ポジティブリスト制度施行後の状況および今後の対応 
    厚生労働省医薬食品局食品安全部 

基準審査課主査  竹内 大輔 
農薬の環境影響について 
    国立大学法人島根大学理事（副学長）  山本 廣基 
農薬のリスクと安全性評価について 
        財団法人残留農薬研究所理事  原田 孝則 

281 名 

第３回とちぎ食品安全フォーラム 
主催：栃木県、宇都宮市、食品安全委員会  栃木県 

6 12月19日 

農薬ってどんなもの？ 
       Webサイト「農薬ネット」主宰  西田 立樹 
食品衛生法による残留農薬規制の概要について 
    厚生労働省医薬食品局食品安全部 
      企画情報課・基準審査課課長補佐  吉田 佳督 

183 名 



食品の安全性の確保について 
    内閣府食品安全委員会事務局勧告広報課 
      リスクコミュニケーション専門官  齊藤 弘志 
食品に関するリスクコミュニケーション（農薬に関する意見交換

会） 
主催：食品安全委員会、厚生労働省、農林水産省・ 

北海道農政事務所、北海道         

北海道 

7 1 月 16 日 

農薬及びポジティブリスト制度への対応等について 
    農林水産省北海道農政事務所消費・安全部 

安全管理課農産安全第２係長  鎌仲 俊光 
ポジティブリスト制度施行後の状況および今後の対応について 
    厚生労働省医薬食品局食品安全部 

基準審査課長補佐  河村 成彦 
農薬のリスクと安全性評価について 
        財団法人残留農薬研究所理事  原田 孝則 

115 名 

 
 
（２）リスク評価機関（食品安全委員会）主催 

会議名・主催 開催地 
No 開催日 

講演テーマ・講演者 参加人数

いしかわ食の安全・安心シンポジウム  健全で豊かな食生活を

おくるために～食品の安全を考えてみよう～ 
主催：石川県、食品安全委員会 

石川県 

1 11月13日 
「“食品の情報”を見極める！」～フードファディズムに流され

ない食生活を目指して～ 

  食品安全委員会専門委員・群馬大学教授  髙橋 久仁子 

約 175 名

 
 
（３）リスク管理機関（厚生労働省・農林水産省）主催 

会議名・主催 開催地 
No 開催日 

講演テーマ・講演者 参加人数

家畜衛生に関する意見交換会 
主催：厚生労働省、農林水産省  東京都 

1 12 月 5 日 家畜衛生の取組 
   農林水産省消費・安全局動物衛生課 
              国内防疫調整官  小倉 弘明 

67 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（輸入食品の安全確保及

び BSE対策について） 
主催：厚生労働省、農林水産省 

東京都 

2 1 月 15 日 
（１）平成１９年度輸入食品監視指導計画（案）について 

  厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課 

輸入食品安全対策室長補佐  鶴身 和彦 

（２）米国産牛肉への対応状況（輸入時検査の結果、対日輸出認

定施設の査察結果等）について 

181 名 



（３）ＢＳＥ国内対策（と畜場・食肉処理関係）に関する最近の

状況について 

  厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課 

ＢＳＥ対策専門官  蟹江  誠 
 
 
２．今後の予定 
（１）三府省共催 

開催日 会議名・主催 開催地 

1 月 25 日 

食品に関するリスクコミュニケーション（農薬に関する意見交換会） 

主催：食品安全委員会、厚生労働省・東北厚生局、 

農林水産省・東北農政局          

福島県 

1 月 30 日 
食品に関するリスクコミュニケーション（農薬に関する意見交換会） 

主催：食品安全委員会、厚生労働省、農林水産省・九州農政局 
大分県 

2 月 14 日 
食品に関するリスクコミュニケーション（農薬に関する意見交換会）

主催：食品安全委員会、厚生労働省、農林水産省・関東農政局 
山梨県 

 
 
（２）リスク評価機関（食品安全委員会）主催 

開催日 会議名・主催 開催地 

1 月 24 日 

食品に関するリスクコミュニケーション（東京）－農薬に関するＯＥ

ＣＤの取組－（仮題） 

主催：食品安全委員会 

東京都 

 
 
（３）リスク管理機関（厚生労働省・農林水産省）主催 

開催日 会議名・主催 開催地 

1 月 22 日 

食品に関するリスクコミュニケーション（食品添加物及び輸入食品の

安全確保についての意見交換会） 

主催：厚生労働省、農林水産省 

兵庫県 

2 月 2 日 

食品に関するリスクコミュニケーション（ＯＩＥコードの改正に関す

る意見交換会） 

主催：農林水産省 

東京都 

2 月 6 日 

食品に関するリスクコミュニケーション（HACCP に基づく衛生管理に

ついて（施設見学を含む）） 

主催：厚生労働省・東海北陸厚生局 

静岡県 

2 月 9 日 

食品に関するリスクコミュニケーション（食品添加物及び食品中の残

留農薬に関する安全対策について） 

主催：厚生労働省、秋田県、秋田市 

秋田県 

 
 



 

食品安全委員会におけるリスクコミュニケーションに関する取組について 

 
最近（平成１８年１０月２０日～平成１９年１月１８日）の実施状況 

 
１．意見交換会等の開催状況 

（１）意見交換会 

○ 食品安全委員会企画による意見交換会 

  開催実績はありません。 

 

○ 地方自治体等との共催による意見交換会 

  ・平成１８年１１月１３日 

「いしかわ食の安全・安心シンポジウム 健全で豊かな食生活をおくるため

に！～食品の安全を考えよう～」 

   （主催：食品安全委員会、石川県） 
 

    食品安全委員会及び石川県の主催により、石川県金沢市にて開催し、高橋

久仁子リスクコミュニケーション専門調査会専門委員から「"食品の情報"を

見極める！～フードファディズムに流されない食生活を目指して～」のテー

マで基調講演を行うとともに、生産者、消費者、食品関連事業者等の立場の

パネリストを迎えてパネルディスカッションを行い、会場参加者との意見交

換を実施 

   

  ・平成１８年１１月１５日 

   「しが食の安全・安心シンポジウム －食の安全と消費者の信頼確保に向け

て－」 

   （主催：食品安全委員会、農林水産省近畿農政局、滋賀県等） 
 

     食品安全委員会、農林水産省近畿農政局、滋賀県等の主催により、滋賀県

栗東市にて開催し、唐木英明リスクコミュニケーション専門調査会専門委員

から「食の安全・安心～人はなぜ不安になるのか？～」のテーマで基調講演

を行うとともに、生産者、消費者、食品関連事業者等の立場のパネリストを

迎えてパネルディスカッションを行い、会場参加者との意見交換を実施 

 

  ・平成１８年１２月１９日 

   「第３回とちぎ食品安全フォーラム～みんなで考えよう！農薬のこと～」 

   （主催：食品安全委員会、栃木県、宇都宮市） 
 

    農薬の基礎知識や安全性評価、規制などに関する講演の後、パネルディス

カッションを実施した。その他、会場との意見交換を実施し、活発な質疑応

（別紙１）



 

答が行われた。 

 

（２）食品の安全性に関する地域の指導者育成講習会 

食品安全委員会委員等からリスク分析と食品安全委員会の役割についての講

演を行うとともに、堀口逸子順天堂大学医学部医学博士をコーディネーターに

迎え、参加者が与えられた立場に立って、食品に関する問題への対応を積極的

に考え、かつ、参加者間で意見を交換することを通じて、自分とは異なる意見・

価値観の存在に気づき、コミュニケーション能力を高めるための演習をグルー

プに分かれ実践した。 
 

  ・平成１８年１１月２１日（福岡） 

   主催：食品安全委員会、（独)農林水産消費技術センター門司センター、福岡市 

    ＜第１部＞ 
講演 「食品安全とその安心への取組について」 
     小泉 直子  食品安全委員会委員            
＜第２部＞ 
演習「効果的な意見交換会を進めるために関係者が心得ることは何か」 
（コーディネーター）順天堂大学医学部・医学博士  堀口 逸子 氏 

       
  ・平成１８年１２月２２日（秋田） 

   主催：食品安全委員会、 (独)農林水産消費技術センター仙台センター、秋田県 

＜第１部＞ 
講演 「食品の安全と信頼確保」 
     日野 明寛 内閣府食品安全委員会事務局次長            
＜第２部＞ 
演習「効果的な意見交換会を進めるために関係者が心得ることは何か」 
（コーディネーター）順天堂大学医学部・医学博士  堀口 逸子 氏 

   

・平成１９年１月１２日（栃木） 

   主催：食品安全委員会、(独)農林水産消費技術センター本部、栃木県、宇都宮市 

＜第１部＞ 
講演 「食品の安全と信頼確保」 
     永田 明 内閣府食品安全委員会事務局ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ官          

＜第２部＞ 
演習「効果的な意見交換会を進めるために関係者が心得ることは何か」 
（コーディネーター）順天堂大学医学部・医学博士  堀口 逸子 氏 

 
 



 

・平成１９年１月１７日（大分） 

   主催：食品安全委員会、大分県 

＜第１部＞ 
講演 「食品の安全と信頼確保」 
     永田 明 内閣府食品安全委員会事務局ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ官          

＜第２部＞ 
演習「効果的な意見交換会を進めるために関係者が心得ることは何か」 
（コーディネーター）順天堂大学医学部・医学博士  堀口 逸子 氏 

 
・平成１９年１月１９日（東京都） 

   主催：食品安全委員会、特別区職員研修所 

＜第１部＞ 
講演 「食品の安全と信頼確保」 
     永田 明 内閣府食品安全委員会事務局ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ官          

＜第２部＞ 
演習「効果的な意見交換会を進めるために関係者が心得ることは何か」 
（コーディネーター）順天堂大学医学部・医学博士  堀口 逸子 氏 

 

（３）懇談会 

   ・平成１８年１０月２６日（木） 

    農薬工業会と食品安全委員会委員との懇談会（第２回） 
 

    農薬工業会から、事業説明および委員会に対する要望が述べられたあと、農

薬に関する迅速な審議や企業の知的財産権に配慮した評価・審議の方法等につ

いて、意見交換を行った。 

 

   ・平成１８年１１月２日（木） 

    食品企業の広報担当者と食品安全委員会委員との懇談会 
 

    食品企業の広報担当者から見た食品に関する消費者とのリスクコミュニケ

ーションの現状と課題について、意見交換を行った。 

 

 

２．意見・情報の募集実施状況 

募集期間 案件名 
応募状況
（通数） 

平成 19 年 1 月 18 日 
～平成 19 年 2 月 16 日 

「キリン ブナハリ茸」に係る食品健康影響評

価に関する審議結果（案）についての御意見・

情報の募集 

実施中 



 

平成 19 年 1 月 18 日 
～平成 19 年 2 月 16 日 

乳及び乳製品の容器包装の規格基準改正に係る

食品健康影響評価（ポリエチレンテレフタレー

トの追加）に関する審議結果(案)についての御

意見・情報の募集 

実施中 

平成 19 年 1 月 11 日 
～平成 19 年 2 月 9 日 

カズサホス※１に係る食品健康影響評価に関する

審議結果(案)についての御意見・情報の募集 

※１ 農薬（有機リン系殺虫剤） 

実施中 

平成 19 年 1 月 11 日 
～平成 19 年 2 月 9 日 

「ジェランガム K3B646」※２に係る食品健康影響

評価に関する審議結果（案）についての御意見・

情報の募集 

※２ 添加物 

実施中 

平成 18 年 12 月 21 日 
～平成 19 年 1 月 19 日 

「Ｌ－バリン」※３に係る食品健康影響評価に関

する審議結果（案）についての御意見・情報の

募集 

※３ 添加物（アミノ酸） 

集計中 

平成 18 年 12 月 21 日 
～平成 19 年 1 月 19 日 

「Ｌ－ロイシン」※４に係る食品健康影響評価に

関する審議結果（案）についての御意見・情報

の募集 

※４ 添加物（アミノ酸） 

集計中 

平成 18 年 12 月 14 日 
～平成 19 年 1 月 12 日 

次亜塩素酸水に係る食品健康影響評価に関する

審議結果（案）についての意見・情報の募集 
２ 

平成 18 年 12 月 7 日 
～平成 19 年 1 月 5 日 

クロルピリホス※５に係る食品健康影響評価に関

する審議結果(案)についての御意見・情報の募

集 

※５ 農薬（有機リン系殺虫剤） 

３ 

平成 18 年 11 月 30 日 
～平成 18 年 12 月 29 日 

鶏マレック病（マレック病ウイルス 1 型・七面

鳥ヘルペスウイルス）凍結生ワクチン（クリオ

マレック（RISPENS+HVT)）の再審査に係る食品

健康影響評価に関する審議結果(案)についての

御意見・情報の募集 

０ 

平成 18 年 11 月 30 日 
～平成 18 年 12 月 29 日 

鶏マレック病（マレック病ウイルス 2 型・七面

鳥ヘルペスウイルス）凍結生ワクチン（2 価 MD

生ワクチン（HVT+SB-1）の再審査に係る食品健

康影響評価に関する審議結果(案)についての御

意見・情報の募集 

０ 

平成 18 年 11 月 30 日 
～平成 18 年 12 月 29 日 

豚伝染性胃腸炎・豚流行性下痢混合生ワクチン

（日生研 TGE・PED 混合生ワクチン、スイムジェ

ン TGE/PED）の再審査に係る食品健康影響評価

に関する審議結果(案)についての御意見・情報

の募集 

０ 



 

平成 18 年 11 月 30 日 
～平成 18 年 12 月 29 日 

豚オーエスキー病不活化ワクチン（“京都微研„ 

豚オーエスキー病不活化ワクチン）の再審査に

係る食品健康影響評価に関する審議結果(案)に

ついての御意見・情報の募集 

０ 

平成 18 年 11 月 30 日 
～平成 18 年 12 月 29 日 

セフチオフルを有効成分とする牛及び豚の注射

剤（エクセネル注）の再審査に係る食品健康影

響評価に関する審議結果(案)についての御意

見・情報の募集 

０ 

平成 18 年 11 月 16 日 
～平成 18 年 12 月 15 日 

食品添加物公定書の改正に伴う「食品、添加物

等の規格基準」（昭和 34 年厚生省告示第 370 号）

の改正に係る食品健康影響評価に関する審議結

果（案）についての意見・情報の募集 

８ 

平成 18 年 11 月 16 日 
～平成 18 年 12 月 15 日 

「明治満足カルシウム」に係る食品健康影響評

価に関する審議結果（案）についての御意見・

情報の募集 

１ 

平成 18 年 11 月 16 日 
～平成 18 年 12 月 15 日 

「カルシウム強化スキム」に係る食品健康影響

評価に関する審議結果（案）についての御意見・

情報の募集 

０ 

平成 18 年 11 月 9 日 
～平成 18 年 12 月 8 日 

ケラチナーゼを有効成分とする洗浄剤（プリオ

ザイム）に係る食品健康影響評価に関する審議

結果(案)についての御意見・情報の募集 

０ 

平成 18 年 11 月 9 日 
～平成 18 年 12 月 8 日 

アゾキシストロビン※６に係る食品健康影響評価

に関する審議結果(案)についての御意見・情報

の募集 

※６ 農薬（殺菌剤）  

０ 

平成 18 年 11 月 2 日 
～平成 18 年 12 月 1 日 

フルニキシンメグルミンを有効成分とする製造

用原体（バナミン）及び馬の消炎鎮痛剤(バナミ

ン注射液 5%)の再審査に係る食品健康影響評価

に関する審議結果(案)についての御意見・情報

の募集 

０ 

平成 18 年 10 月 26 日 
～平成 18 年 11 月 24 日 

クロチアニジン※７に係る食品健康影響評価に関

する審議結果(案)についての御意見・情報の募

集 

※７ 農薬（殺虫剤） 

０ 

平成 18 年 10 月 26 日 
～平成 18 年 11 月 24 日 

ビフェナゼート※８に係る食品健康影響評価に関

する審議結果（案）についての御意見・情報の

募集 

※８ 農薬（殺虫剤）  

０ 

平成 18 年 10 月 26 日 
～平成 18 年 11 月 24 日 

イソブタナール※９に係る食品健康影響評価に関

する審議結果(案)についての意見・情報の募集 

※９ 添加物 

０ 



 

 

３．情報の発信 

時 期 媒 体 内  容 

10 月 26 日 
ホームページ 

冊子 
季刊誌『食品安全』第 10 号発刊 

11 月～1月 
トピックス『「BSE 及び vCJD について」』、『「BSE

と vCJD」についての Q&A』を更新 

11 月 27 日 「鳥インフルエンザの Q&A」を更新 

12 月 8 日 「食中毒について」のページを更新 

12 月 21 日 

ホームページ 

「食中毒について」のページを整理し、「ノロウ

ィルス食中毒について」のページを開設 

12 月 22 日 
ホームページ 

冊子 
季刊誌『食品安全』第 11 号発刊 

12 月 18 日 

～24 日 

モバイル端末 

電光板ニュース 

12 月 19 日 
新聞突き出し記事

（産経新聞） 

12 月 20 日 
新聞突き出し記事

（朝日新聞） 

12 月 22 日 
新聞突き出し記事

（読売新聞） 

12 月 24 日 
新聞突き出し記事

（毎日新聞） 

「食の安全ダイヤル」について、政府広報 

12 月 27 日 「English page」を更新 

1 月 12 日 

「鳥インフルエンザについて」を更新 

「米国BSEサーベイランス見直しに対する見解に

ついて」を掲載 

1 月 13 日 
「鳥インフルエンザの発生に関する食品安全委

員長談話」を発表 

1 月 16 日 

ホームページ 

「鳥インフルエンザの Q&A」を更新 

 

 

 



 

４．その他の取組 

 （１）「食の安全ダイヤル」を通じた質問・報告の把握 

  ○受付件数（平成１８年１０月～平成１９年１月１８日） 

（ *） うち、BSE 関係 

（ **）うち、ノロウイルス関係 

（ ***） うち、トランス脂肪酸関係 

 ○主な意見 

 ・食育について調べていたところ、食の安全性についても食育に該当することを知

りました。食育において、食品安全委員会はどのように位置づけられ、どのよう

な取組をしているのか、教えてください。（10月） 

・食品安全委員会と農林水産消費技術センターが共催で10 月18 日に開催した「食

品の安全性に関する地域の指導者育成講座」に参加しました。大変有意義で勉強

になる講座でした。今後も続けていただき、グレードアップも図ってください。

機会があればまた参加し、コミュニケーション技術を深めて地域に貢献したいと

思っています。（10月） 

・食品安全委員会では、食品添加物など複数の化学物質を同時に摂取した際のリス

ク評価をどのように行っているか、教えてください。（10月） 

・トランス脂肪酸に関するファクトシートが作成された経緯や、現状について教え

て欲しい。（11月） 

・遺伝子組換え食品は本当に安全でしょうか。食品安全委員会における評価ポイン

トを教えてください。（11月） 

・ノロウイルスの感染が広く報じられていますが、食中毒の予防法を教えてくださ

い。（12 月） 

 

 

 

 

内  訳 １０月 １１月 １２月 １月１８日現在

① 食品安全委員会関係 １３件 １７件 １３件 １１件 

② 食品の安全性関係 １１件 １１件 ４４件 １５件 

③ 食品一般関係 ３０件 ２５件 ８８件 ２３件 

④ その他  ０件  ３件  ６件  ２件 

合  計 
５４件 

（５件*） 

５６件 

 （４件*） 

（１１件***）

１５１件 

（２件*） 

（１３件**） 

（３９件***） 

５１件 

（２件*） 

（２件**） 

（１０件***） 



 

（２）「食品安全モニター」を通じた意見等の把握 

   ９月中には４８件、１０月中には１９件、１１月中には３０件、１２月中には

５８件、１月（１８日現在）には１３件の報告があった。リスクコミュニケーシ

ョン関係では、地域の指導者育成講座や各種意見交換会を中心に御意見が寄せら

れた。 

   また、平成１９年度食品安全モニターの募集を、１月２０日から２月１６日ま

でホームページ等を通じて行っているところである。 

 

（３）食品安全委員会メールマガジン 

   ６月２日より、食品安全委員会の活動や委員会からのお知らせを皆様にタイム

リーにお届けするため、原則として毎週金曜日にメールマガジンを配信している。 
   内容は、食品安全委員会や専門調査会などの結果の概要、開催案内を含む報道

発表などの新着情報、食品安全委員会委員のコラムなどで、登録者数は１月１８

日１７時現在、３，７７２名となっている。 
 

 



（別紙２）

厚生労働省におけるリスクコミュニケーションに関する取組について

最近（平成１８年１０月１６日～平成１９年１月１８日）の実施状況

１．意見交換会

○開催状況（当省企画分）

開催日・場所 会議名称等 内容

１２月１５日（金） 食品に関するリスクコミ ●講演

奈良県奈良市 ュニケーション 「健康食品の賢い使い方」について
～健康食品の正しい理 独立行政法人国立健康・栄養研究所情報センター

解のために～ 健康食品情報プロジェクトリーダー
梅垣 敬三

主催 厚生労働省 安全な健康食品の普及のための取組
奈良県 財団法人日本健康・栄養食品協会理事長

奈良市 林 裕造
食育における健康食品の役割

キッコーマン株式会社バイオケミカル事業部機能
性食品グループ長 有井 雅幸

●パネルディスカッション・意見交換
コーディネーター

独立行政法人国立健康・栄養研究所情報センター
健康食品情報プロジェクトリーダー

梅垣 敬三

１月１５日（月） 食品に関するリスクコミ ●説明
東京都新宿区 ュニケーション （１）平成１９年度輸入食品監視指導計画（案）につい

～輸入食品の安全確保 て
及びＢＳＥ対策について 厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課輸

～ 入食品安全対策室長補佐 鶴身 和彦
（２）米国産牛肉への対応状況（輸入時検査の結果、

主催 厚生労働省 対日輸出認定施設の査察結果等）について
農林水産省 （３）ＢＳＥ国内対策（と畜場・食肉処理関係）に関する

最近の状況について
厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課Ｂ
ＳＥ対策専門官 蟹江 誠

●パネルディスカッション・意見交換

コーディネーター
厚生労働省大臣官房参事官 中林 圭一



○意見交換会等への派遣状況（３府省企画以外）

開催日・場所 会議名称・主催者 内容・対応者

１０月１６日（月） あいち生活協同組合 食品安全行政の現況説明と意見交換
愛知県名古屋市 講演・意見交換 企画情報課 吉田課長補佐

１０月１７日（火） 「食の安全フォーラム 農畜水産物の安全確保の取組についてin
山形県鶴岡市 庄内」 ーポジティブリスト制度が施行されてー

山形県等 講演・パネリスト 基準審査課 河村課長補佐

１１月１日（水） 生活協同組合ドゥコープ 食品の安全確保に関する取組

埼玉県さいたま市 「キッチンでお茶を」 講演・意見交換 企画情報課 吉田課長補佐

１２月１９日（火） 第３回とちぎ食品安全フ 「食の安全・安心から農薬を考える」
栃木県宇都宮市 ォーラム 講演・意見交換 企画情報課 吉田課長補佐

栃木県等

○今後の開催予定

開催日・場所 会議名称 内容・開催趣旨

食品添加物、食品衛生法に基づき策定するこ１月２２日（月） 食品に関するリスクコミュニケ
ととされている平成１９年度輸入食品監視指兵庫県神戸市 ーション（食品添加物及び食

導計画（案 、米国産牛肉への対応状況（輸品中の残留農薬に関する安 ）
入時検査の結果、対日輸出認定施設の査察結全対策について）

果等）について説明し、消費者、事業者等の
関係の皆様とのパネルディスカッション、意主催 厚生労働省

見交換等を通じ、食品添加物及び輸入食品の農林水産省
安全確保についての理解を深め、関係者間の

認識を共有する。

２月６日（火） 食品に関するリスクコミュニケ 承認制度に関する説明、承認施設の見HACCP
静岡県島田市 ーション（ＨＡＣＣＰに基づく衛 学、意見交換を通じ、総合衛生管理製造過程の

生管理について（施設見学含 承認制度やＨＡＣＣＰに基づく衛生管理方式につ
む）） いての理解を深める。

主催 東海北陸厚生局

２月９日（金） 食品に関するリスクコミュニケ 食品添加物及び食品中の残留農薬に関する安
秋田県秋田市 ーション（食品添加物及び食 全対策の最近の状況について説明し、消費者、

品中の残留農薬に関する安 事業者等の関係の皆様とのパネルディスカッシ
全対策について） ョン、意見交換を通じ、食品添加物及び食品中

主催 厚生労働省 の残留農薬に関する安全対策についての理解
秋田県 秋田市 を深め、関係者間の認識を共有する。



．意見募集の実施状況２
募集期間 案件名 募集

状況

１１月１日 「食品、添加物等の規格基準（昭和３４年厚生省告示第３７０号）の一
～１２月１日 部改正（食品中の動物用医薬品（オフロキサシン）の残留基準の設 集計中

定）」についての意見・情報の募集

１１月２２日 「食品、添加物等の規格基準(昭和34年12月厚生省告示第370号)」
～１２月２２日 の一部改正に係る意見の募集（食品添加物ヒドロキシプロピルメチ 集計中

ルセルロース）

１２月２５日 「食品、添加物等の規格基準（昭和３４年厚生省告示第３７０号）の一
～１月２４日 部改正（加工食品における残留農薬等の規格基準の取扱いについ 募集中

て）」についての意見・情報の募集

１２月２８日 「製菓衛生師法施行規則」の一部改正に係る意見の募集
～１月２９日 募集中

34１２月２８日 食品添加物公定書改正に伴う「食品、添加物等の規格基準(昭和

～１月２９日 年厚生省告示第 号)」の一部改正に係る意見の募集 募集中370

１月９日 「食品、添加物等の規格基準（昭和 年厚生省告示第 号）の一34 370
～２月８日 部改正（食品中の農薬ボスカリドの残留基準設定）」に関する意見の 募集中

募集

１月９日 「食品、添加物等の規格基準（昭和 年厚生省告示第 号）の一34 370
～２月８日 部改正（食品中の農薬フルベンジアミドの残留基準設定）」に関する 募集中

意見の募集

１月９日 「食品、添加物等の規格基準（昭和 年厚生省告示第 号）の一34 370
～２月８日 部改正（食品中の農薬ビフェナゼートの残留基準設定）」に関する意 募集中

見の募集

１月１５日 「平成１９年度輸入食品監視指導計画（案）」についての意見募集
～２月1３日 募集中

３．情報の発信（平成１８年１０月１６日～平成１９年１月１８日）
（１）食品の安全確保に向けた取組のホームページ「食品安全情報」

食品の安全確保に向けた取組について「食品安全情報」のホームページにまとめ、情報を提
供。



（２）ホームページによる新規の情報提供のうち、主な内容

時 期 内 容
１０月２０日 輸入食品に対する検査命令の実施について（中国産ねぎ）

１０月２５日 輸入食品に対する検査命令の実施について（ベトナム産えび）

１０月２６日 輸入手続停止前の未通関の米国産牛肉の取り扱いについて

１１月２日 輸入食品に対する検査命令の実施について（ベトナム産ほうれんそう及び中国産

きくらげ）
１１月７日 輸入食品に対する検査命令の実施について（トルコ産ヘーゼルナッツ）

１１月２４日 輸入食品に対する検査命令の実施について（パラグアイ産小粒落花生）

１１月２９日 輸入食品に対する検査命令の実施について（中国産シソ及びショウガ）

１２月１日 コーデックス委員会バイオテクノロジー応用食品特別部会第６回会議の概要につ

いて
１２月７日 米国産牛肉の混載事例に関する米国農務省の調査報告書の提出について

１２月８日 輸入食品に対する検査命令の実施について（オランダ産セルリアック）

１２月１８日 輸入手続停止前の未通関の米国産牛肉の取扱いについて

１２月２６日 米国における対日輸出認定施設の現地査察について

１２月２７日 輸入食品に関する検査命令の実施について（中国産そば）

１月１１日 ピッシングに関する実態調査結果について

（３）パンフレットによる情報提供
厚生労働省食品安全部の取組を紹介するパンフレット「食品の安全確保に関する取組」の更新版を

作成し、都道府県・政令市等を通じて国民に配布している。

（４）動画の配信
検疫所における輸入食品の監視指導の取組を紹介する動画「輸入食品の安全確保を目指して」（１５

分）をホームページ上で公開し、配信している。
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/syouhisya/index.html
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（別紙３）

農林水産省におけるリスクコミュニケーションに関する取組について

最近（平成１８年１０月２０日～平成１９年１月１８日）の実施状況

１．意見交換会等の開催状況

（１）大臣、消費・安全局との意見交換会・懇談会の開催

期間中の開催実績なし。

（２）個別テーマごとの意見交換会等

12月５日 家畜衛生に関する意見交換会（東京都）

家畜の病気の情報とそれに対する生産現場、国や県における対応等の家畜衛生

の現状と取組について、消費者をはじめとする関係者との意見交換会を開催。

（３）地方農政局等における意見交換会等の取り組み

地方農政局、地方農政事務所、沖縄総合事務局において、シンポジウムや意見交

換会等の主催やパネラーや講師の派遣を実施。

○主な意見交換会

農薬に関する意見交換会
11月10日 福井県（北陸農政局 、12月６日 岡山県（中国四国農政局 、） ）
12月12日 三重県（東海農政局 、12月13日 大阪府（近畿農政局 、） ）
１月16日 北海道（北海道農政事務所）

○シンポジウムや意見交換会等の主催

平成１８年４月～１８年１１月 全国計 ９５８回

（平成１５年７月～１８年 ３月 全国計 ３，４０４回）

○パネラーや講師の派遣

平成１８年４月～１８年１１月 全国計 ３，２００回

（平成１５年７月～１８年 ３月 全国計１４，３４５回）

２．意見募集の実施状況

募集期間 案件名 応 募 状 況

（通数）

Ｈ18.10.26 高病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜伝染病防疫指 22件
～18.11.24 針の一部変更案についての意見・情報の募集
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Ｈ18.11.21 遺伝子組換え生物等の第一種使用規程の承認申請案件に対 （集計中）

～18.12.21 する意見・情報の募集

Ｈ18.12.５ 「農薬取締法第十三条の規定による報告及び検査に関する （集計中）

～19.１.５ 省令の一部を改正する省令案」及び「農薬取締法施行規則

の一部を改正する省令案」に関する意見・情報の募集

Ｈ18.12.５ 動物用医薬品の使用の規制に関する省令の一部改正案につ （集計中）

～19.１.４ いての意見・情報の募集

Ｈ18.12.５ 植物防疫法施行規則の一部改正等（アメリカ合衆国産ポテ （集計中）

～19.１.４ トチップ加工用ばれいしょ生塊茎の輸入再開）についての

意見・情報の募集

Ｈ18.12.７ 水産資源保護法施行規則の一部を改正する省令案について （集計中）

～19.１.５ の意見・情報の募集

Ｈ18.12.７ 持続的養殖生産確保法施行規則の一部を改正する省令案に （集計中）

～19.１.５ ついての意見・情報の募集

Ｈ18.12.７ 動物用生物学的製剤基準の一部改正案についての意見・情 （集計中）

～19.１.６ 報の募集

Ｈ18.12.８ 輸出用木材こん包材消毒実施要領の一部改正案についての （集計中）

～18.12.20 意見・情報の募集

Ｈ18.12.26 アルゼンチン共和国産グレープフルーツの生果実に係る農 （募集中）

～19.１.31 林水産大臣が定める基準を一部改正することについての意

見・情報の募集

Ｈ19.１.15 植物防疫法施行規則等の一部改正案についての意見・情報 （募集中）

～19.２.13 の募集

３．情報の発信

ホームページやメールマガジンを通じた情報提供

○ホームページのサイト「消費・安全 （ ： . . . . ）」 URL http://www maff go jp/syohi html

○「食品安全エクスプレス （食品安全委員会、厚生労働省、農林水産省の食品の安」

全に関する情報を毎日発信中）

（配信数：１４，６６１通（１月１８日現在 ））

（ ： . . . . ）URL http://www maff go jp/mail/index html


